



集 『くまのパディントン』 (A Bear Called
Paddington) が出版されたのに続いて翌年には続
編 (More About Paddington) が､ その後 『パディ
ントン､ 街へ行く』 (Paddington Goes to Town)､




















look after this bear. Thank you.) と書かれた札が
下げられていた｡ 子熊はペルーで叔母に育てられ














































































































































































ころで､ 『きかんしゃトーマス』 や 『ポストマン・
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either love it or hate it.’ のキャッチコピーが文
字と音声で流れる｡
ロンドンのパディントン駅にはかつてパディン
トンの巨大縫いぐるみが展示されていて､ またパ
ディントンのキャラクター・グッズ専門店もあっ
たが､ 今はパディントンの銅像が立っている｡ キャ
ラクター・グッズの店は私が知る限りバースに一
軒ある｡ またかつては日本にも､ 横浜線の町田駅
の改札近くにパディントン・グッズ専門店があっ
たのだが､ いつの間にかなくなってしまった｡
英語教師には奇人が多い気がする｡ 私の恩師を
思い出してみても､ 確かに英語担当者には良くも
悪くも個性的な先生が多かった｡ 大学時代の友人
の中には現在高校や大学で英語を教えている者が
多いが､ そのほとんどが英語教師奇人説を裏付け
るような輩ばかりである｡ と言っている私自身が
最もそれを裏付けているという声も聞こえなくも
ないが｡ もちろん世の英語教師の中にまともな人
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左：デイヴィッド・マッキー；右：ペギー・フォートナム
日本のテレビドラマに見る
英語教師像
経営学部
安藤 聡
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